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【資料２０】

八小 一中 三小 六小

約５億５千万円 約６億６千万円 なし 約９億１千万円

１年８か月 １年８か月 なし ２年

整備方針

現段階においては、原則として、学校ごとに校地内に仮設校舎を建設し、
児童・生徒は仮設校舎で授業を受けることを想定しています。

（計画本編P１２６ 改築⼯事を実施する際の配慮事項について）

仮設校舎建設のメリット 仮設校舎建設のデメリット

・同じ配置で改築できる。

・周辺環境の変化が少ない。

・多額の費用がかかる。

・引越を２回行うなど、学校に負担がかかる。

仮設校舎借上
の契約金額

（全期間の総額）

加えて、次の別途費用が発生
電話回線⼯事、インターネット回線、ICT機器及びネットワーク⼯事、移転に伴う不燃ごみ・粗大ごみ処理、仮設通路整備 等

利用期間
（設計・築造・解体の

期間を除く）
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整備方針
修正案

改築完了後に、まとまった整形の校庭ができるか。

校舎と体育館のまとまりが良いなど、無理のない配置ができるか。

体育館やプール、学童が使えない時期が無いよう、建替え順序を計画できるか。

都市計画との整合性がとれるか。

仮設校舎については、現在の建物配置を変更せずに済むものの、改築事業費

に与える影響が大きいことから、各校の改築時には仮設校舎を建設しない配置

計画を検討します。

その検討に当たっては、建物のまとまりや校庭の大きさなどの教育環境面のほか、

各校の建築における制約条件などの視点も踏まえ、改築後にも良好な環境を

確保できる計画とします。

整備方針
現段階においては、原則として、学校ごとに校地内に仮設校舎を建設し、
児童・生徒は仮設校舎で授業を受けることを想定しています。

【視点の例】
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整備方針
現段階においては、原則として、学校ごとに校地内に仮設校舎を建設し、
児童・生徒は仮設校舎で授業を受けることを想定しています。

各学校改築に伴う
基本構想

配置計画の考え方を整理のうえ、建物配置を複数案検討。

設計者の選定
（プロポーザル方式）

改築校の建物配置計画決定までの流れ

基本計画 配置計画を基本計画の中に盛り込み決定。

基本計画及び基本・実施設計業務委託事業者を募集。
建物配置を含めた課題を設定し、設計の提案を受ける。

基本構想で検討した配置案と比較しながら、提案の企画力、実現性等の
審査項目を総合的に評価、最も評価が高い設計者を選定。
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配置計画に関する設計者からの提案内容（府中市立府中第八小学校）
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配置計画に関する設計者からの提案内容（府中市立府中第一中学校）
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配置計画に関する設計者からの提案内容（府中市立府中第三小学校）
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配置計画に関する設計者からの提案内容（府中市立府中第六小学校）
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教育環境への配慮

仮設校舎を建設しない配置とした場合の配慮事項案

近隣への配慮

・校舎が線路に接近した場合 → 二重サッシ等の防音対策

・南側に校舎を配置し、校庭が影になる場合
→ 一部に全天候型舗装（ゴムチップ舗装）

・工事期間中も一部校庭が使用できる計画とする。

・工事期間中も体育館を使用できる配置及び工事手順とする。

・プールを設置する場合、プールを使えない年がないように
建物配置及び工程を検討する。

・校舎が住宅地に接近する場合
→ 階数（高さ）を抑制する・屋根形状の工夫
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